
 

 

 

 

                                                             

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

出 発 日 
□ １０月１１日（土） 

□ １０月２６日（日） 

旅行代金 17,000円 

 コ     －     ス 食 事 

① 

 

米子（7:00）  倉吉（8:20）  鳥取（9:20）  
 

☆ガイドさんと歩きます！ 

 羅漢寺 ～ 住吉神社 ～ 酒見寺  いこいの村はりま（昼食）  
               11:15～12:15                       12:30～13:20 
           

         ☆特攻で飛び立った「白鷺隊」の資料や「紫電改」のレプリカを展示 

巨大防空壕跡を活用したシアターで「姫路海軍航空隊」の映像も視聴 

 鶉野（うずらの）飛行場滑走路跡・防空壕跡・soraかさい  

                             13:40～15:10                                              
 

 

 鳥取（17:10頃）  倉吉（18:10頃）  米子（19:30頃） 

朝：× 

 

昼：○ 

 

夕：× 

【出発場所】  

 米子：米子駅南口（7時00分） 

 倉吉：日本海新聞 中部本社（８時20分）      

 鳥取：鳥取駅南口〈フコク生命ビル前〉（9時20分） 

【食事】昼食1回 【募集人員】22名（最少催行人員：16名） 

【添 乗 員】同行します（バスガイドは乗車しません） 

【利用バス会社】日ノ丸自動車 または 日本交通 

鶉野飛行場（姫路海軍航空隊） 

昭和18年に旧日本海軍が優秀なパイロットを養成するために建設した

鶉野（うずらの）飛行場。隣接する工場では紫電・紫電改など約500機の

戦闘機が製造されました。終戦間近には神風特攻隊「白鷺隊」が編成さ

れ63名の命が失われました。現在も防空壕跡など戦争遺構が残ります。 

soraかさい 

飛行場に隣接する施設で「紫電改」や「九七式艦上攻撃機」のレプリカ

を展示。映像や資料で当時の歴史や特攻隊の物語も展示しています。 

酒見寺 

天平17年（745）に行基がこの地を訪れ、酒見明神の神託により伽藍

を建立したことに始まると伝える古刹。極彩色の装飾が施された多宝塔

は日本有数の美しい建造物として知られています。（かさい観光ナビより抜粋） 


